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雁ノ巣海岸および和白干潟における植物相（夏季） 

FLORA OF THE GANNOSU COAST AND WAJIRO TIDAL FLAT IN THE SUMMER 
 

柴田 仁＊1, ＊2，東元 大誠＊1, ＊3，内田 泰三＊1 
Jin SHIBATA, Taisei HIGASHIMOTO, Taizo UCHIDA 

                                   

Abstract : The flora of the Gannosu-kaigan (Gannosu Coast) and Wajiro-higata (Wajiro Tidal Flat) located in Fukuoka, Japan, 

was surveyed for the purpose of obtaining information on the current status of endangered and invasive alien plant species in 

late July and late August, 2022. Results were as follows; in total, one hundred five plant species were observed including 

seventy-two native and thirty-three non-native species. Of them observed, plants such as Triglochin maritima, Limonium 

tetragonum or Rumex dentatus were endangered species. As for Atriplex subcordata, it was native species which was not 

supposed to grow in this region. Invasive alien species, for example- Lilium formosanum, Yucca gloriosa, Eragrostis curvula, 

Paspalum urvillei, Triadica sebifera, Oenothera laciniata, Rumex crispus, Silene gallica, Atriplex prostrata, Opuntia ficus-

indica, Hexasepalum teres, Cuscuta campestris, Lantana camara, Verbena brasiliensis, Bidens frondose, Coreopsis lanceolata, 

Erigeron annuus, Senecio madagascariensis and Solidago altissima, were also identified. In addition, it was suggested that 

the habitat of S. madagascariensis which is one of the invasive alien species mentioned above has been in rapid expansion 

this area. 

                               

Keywords : Atriplex subcordata, Endangered species, Invasive alien species, Leymus mollis, Senecio madagascariensis 
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１. はじめに 

福岡市は，人口 1,645,100 人（令和 6 年 2 月 1 日現在 5））

を擁する大都市であり，九州地域の行政・経済・交通の中

心となっている。同市が面する博多湾は，昭和 50 年代以

降，海浜の埋め立てが繰り返し行われ，新たな港湾，シー

サイドモモチやアイランドシティといった居住エリアが

形成されてきた 4⁾。そして，現在においても，大規模な埋

め立てが検討されている 10)。 

一方，博多湾東部に位置する雁ノ巣海岸には，都市部で

は珍しく，海浜植生に本来みられる成帯構造が残されてい

る 1)。同じく，博多湾東部に位置する和白干潟は，国指定

鳥獣保護区（集団渡来地）でもあり，シギ・チドリ類をは

じめとする渡り鳥の中継地・越冬地として全国的および国

際的にも重要なサイトになっている 6)。出嶋ら 1)によると，

雁ノ巣海岸ならびに和白干潟は，ハマニンニク（写真 1）

およびハマアカザ（写真 2）の南限となっている可能性も

あり，博多湾東部は生物地理学的観点からみても極めて貴

重なエリアといえる。 
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写真 1 ハマニンニク（雁ノ巣海岸） 

Photo 1 Leymus mollis (Gannosu Coast) 

写真 2 ハマアカザ（和白干潟） 

Photo 2 Atriplex subcordata (Wajiro Tidal Flat) 
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雁ノ巣海岸ならびに和白干潟の植生は，前出の出嶋ら 1)

によって春季の成果が報告されているが，他の季節のそれ

らについては明らかにされていない。そこで本報では，夏

季の植物相について調査した結果を報告する。また，本調

査で確認された（後述），アフリカ南部・マダガスカル原

産（キク科の一年生または多年生草本）16, 17)のナルトサワ

ギク（写真 3）の近隣での分布状況についても調査を行っ

たので，これについても併せて報告したい。本種は，特定

外来生物ならびに緊急対策外来種に指定または選定され

るなど 8, 9)，生態系等に及ぼす影響が懸念され，対策の緊

急性が高く，積極的に防除を行う必要がある外来種であり，

また，法律によって輸入，飼養や運搬，野外に放つことが

原則禁止されている。 

 

２. 調査方法 

(1) 植物相 

雁ノ巣海岸（A）ならびに和白干潟（B）のそれぞれの区

間（●）を対象に（図 1），以下のように調査を行った。 

 2022 年 7 月 30 日と 8 月 25 日，計 10 時間程度の踏査を

行った。ヨシ群落やクロマツ林等の内部は対象外とし，海

岸線沿いを歩き確認できる種（維管束植物のみ）を記録し

た。出現種の属性（在来種，外来種，特定外来生物，レッ

ドリスト掲載種，学名など）は，福岡県 2, 3)，環境省 7, 8, 9)，

大橋ら 11, 12, 13, 14, 15 )，清水ら 16)，清水 17)，植村ら 18)，米倉
20)，米倉・梶田 21)に従った。 

(2) ナルトサワギクの分布 

ナルトサワギクの近隣での分布状況について，以下のよ

うに調査を行った。 

2022 年 11 月 26 日，雁ノ巣海岸（A）とその対岸にある

アイランドシティにおいて（図 1），ナルトサワギクが見

られた位置や範囲を GPS ナビゲーション（GARMIN：

GPSMAP 64sc）で記録した。これらのデータは，GIS ソフ

ト（QGIS Development Team：QGIS 3.28 Firenze）を用いて

100 m×100 m メッシュにおとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，アイランドシティにおける調査の対象は，歩道か

ら目視できる範囲とし，私有地，公園，建設現場等の中心

部，草木や建物等で見えない箇所は含まれていない。 

 

３. 結果 

 (1) 雁ノ巣海岸および和白干潟の夏季の植物相 

本調査において，38 科 87 属 105 種の維管束植物が確認

された（表 1）。これらのうち，在来種には，クロマツ，ク

スノキ，シバナ，ハマオモト，コウボウムギ，コウボウシ

バ，シオクグ，ヒトモトススキ，イソヤマテンツキ，ダン

チク，ギョウギシバ，ヤマアワ，メヒシバ，チガヤ，ハマ

ニンニク，ススキ，ヨシ，ネザサ，メダケ，キンエノコロ，

エノコログサ，メガルカヤ，ナガミノオニシバ，センニン

ソウ，ノブドウ，キレハノブドウ，ネムノキ，ツルマメ， 

ヤハズソウ，ハマエンドウ，メドハギ，クズ，フジ，アキ

グミ，エノキ，シャリンバイ，テリハノイバラ，マサキ，

アカメガシワ，ヌルデ，ハゼノキ，センダン，ハマボウ，

ハマダイコン，ハマサジ，ツルソバ，アキノミチヤナギ，

コギシギシ，ギシギシ，ハマナデシコ，イノコヅチ，ホソ

バハマアカザ，ハマアカザ，イソホウキギ，マルバアカザ，

ホソバアカザ，オカヒジキ，ハママツナ，ツルナ，ヘクソ

カズラ，ハマヒルガオ，クコ，イヌホオズキ，ネズミモチ，

ハマゴウ，カワラヨモギ，フクド，ヨモギ，アキノノゲシ，

ネコノシタ，トベラおよびハマウドの 31 科 62 属 72 種が

含まれた。春季の調査で確認されず，夏季で新たに観察さ

れたものに（表 1），ヤマアワ，メガルカヤ，センニンソウ，

ツルマメ，アキノノゲシなど 33 種があった。 

他方，外来種の侵入も少なくなく（表 1），ナガイモ，タ

カサゴユリ，オオニワゼキショウ，アツバキミガヨラン，

コバンソウ，シナダレスズメガヤ，ネズミムギ，アメリカ

スズメノヒエ，タチスズメノヒエ，ニセアカシア，ナンキ

図 1 調査地（A：雁ノ巣海岸，B：和白干潟） 

Fig. 1 Location of the study site          

A; Gannosu Coast, B; Wajiro Tidal Flat 

写真 3 ナルトサワギク（雁ノ巣海岸） 

Photo 3 Senecio madagascariensis  

(Gannosu Coast) 
2 km10
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岸
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潟
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ンハゼ，メマツヨイグサ，コマツヨイグサ，マメグンバイ

ナズナ，アレチギシギシ，ナガバギシギシ，マンテマ，ホ

コガタアカザ，ウチワサボテン，メリケンムグラ，オオフ

タバムグラ，アメリカネナシカズラ，ランタナ，アレチハ

ナガサ，アメリカセンダングサ，オオキンケイギク，ヒメ

ジョオン，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，キクイ

モ，ナルトサワギク，セイタカアワダチソウおよびマツバ

ゼリの 18 科 28 属 33 種が確認された。春季の調査で確認

されず，夏季で新たに観察されたものに（表 1），アメリカ

スズメノヒエ，オオフタバムグラ，アレチハナガサ，キク

イモなど 12 種があった。 

(2) ナルトサワギクの分布 

対象エリアにおいて，調査できたメッシュを図 2 ［ a ］

に示した（灰色）。図 2［ b ］は，ナルトサワギクが確認

されたメッシュであり（橙色），アイラインドシティで本種

が広く分布しているのがわかる（写真 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方，2017 年に山口 19)（未発表）によって調査された

ナルトサワギクの分布を図 3 に示した。図 2 と同様に，

調査できたメッシュを灰色，ナルトサワギクが確認され

たメッシュを橙色で示した。同結果は，本研究と調査範

囲，調査時期，調査方法がやや異なるが，この数年におい

て，ナルトサワギクが大きく拡がっていることを示唆す

る。 

 

４. まとめ 

本報では，雁ノ巣海岸ならびに和白干潟における夏季

の植物相について調査した。 

在来種に着目すると（表 1），特筆すべき種として，ハ

マアカザが挙げられる（写真 2）。これまでその分布は，

我が国では，北海道・本州などとされ，九州での記載はな

いが 14)，本種は雁ノ巣海岸ならびに和白干潟の両サイト

で観察され，出嶋ら 1)も言及しているとおり，本地域がハ

図 2 雁ノ巣海岸ならびにアイランドシティにおけ

るナルトサワギクの分布（2022 年） 

灰色：調査できたメッシュ [ a ]，橙色：[ a ]の

うちナルトサワギクが確認されたメッシュ [ b ] 

Fig. 2 Distribution of Senecio madagascariensis 

of the Gannosu Coast and Island City in 2022 

Gray; surveyed patches, Orange; observed patches 

of S. madagascariensis  

写真 4 沿道に群生するナルトサワギク 

（アイランドシティ） 

Photo 4 Senecio madagascariensis colonizing 

along a road (Island City) 

図 3 雁ノ巣海岸ならびにアイランドシティにおけ

るナルトサワギクの分布（2017 年） 

山口 19)より改変，凡例は図 2参照 

Fig. 3 Distribution of Senecio madagascariensis 

of the Gannosu Coast and Island City in 2017 

Modified from Yamaguchi19), See Fig. 2 

500 m

500 m

[ a ]

[ b ]

500 m
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マアカザの南限である可能性が示唆される。そのほか，環

境省レッドリストにおいて 7)，コギシギシは絶滅危惧Ⅱ類

（VU）に，シバナ，ハマサジおよびフクドは準絶滅危惧（NT）

に指定されている。福岡県レッドデータブックにおいては
3)，シバナが絶滅危惧ⅠB 類，ハマニンニク，ハマボウ，ハ

マサジ，コギシギシ，イソホウキギおよびフクドが絶滅危

惧Ⅱ類に指定されている。このハマニンニクについても，

出嶋ら 1)は，上記のハマアカザと同様，この地域が南限に

なっている可能性を示唆している。 

今回実施した調査では，春季には確認されず，夏季で得

られた新たな種も少なくないことは既に触れた。しかし，

上記した特筆すべき種はすべて，春季の調査においても確

認されていることから（表 1），これらの保護においては，

季節的な移り変わりも踏まえて，それぞれの生育ステージ

に対応したアクションを示していく必要があると考えら

れる。 

一方，特筆すべき外来種としては，前述のとおり，特定

外来生物ならびに緊急対策外来種に指定または選定 8, 9)さ

れるナルトサワギクが挙げられる。これは，オオキンケイ

ギク（北アメリカ原産のキク科多年生草本 16, 17））について

も同様である 8, 9) （写真 5）。そのほか，アツバキミガヨラ

ン，シナダレスズメガヤ，コマツヨイグサ，ウチワサボテ

ン，ランタナおよびセイタカアワダチソウは重点対策対外

来種に，タカサゴユリ，タチスズメノヒエ，ナンキンハゼ，

ナガバギシギシ，マンテマ，ホコガタアカザ，オオフタバ

ムグラ，アメリカネナシカズラ，アレチハナガサ，アメリ

カセンダングサおよびヒメジョオンは，その他の総合対策

外来種に選定されている 8)。これら以外にも，ネズミムギ，

アメリカスズメノヒエ，ニセアカシア，メマツヨイグサ，

アレチギシギシ，メリケンムグラ，オオアレチノギクおよ

びキクイモは，福岡県侵略的外来種リストの要対策外来種

あるいは要注意外来種に選定されている 2)。ナルトサワギ

クについては，その分布の急速な拡大が示唆され（図 2 お

よび図 3），早急な対応が不可欠である。 
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写真 5 オオキンケイギク（雁ノ巣海岸） 

Photo 5 Coreopsis lanceolata (Gannosu Coast) 
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